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研究（実用化）開発のポイント・先進性

　福島県浜通り地域は、東
日本大震災後に高齢化が進

展し、罹患リスクは相対的に高まってい
ます。これらの疾患に対し、主に遺伝要
因に着目し、新たな疾患モデルの抽出法
を開発しています。本事業計画により疾
患モデルマウス・細胞の製造・開発拠点
とし、地域経済の復興に貢献したいです。

株式会社セツロテック　
代表取締役　竹澤慎一郎

株式会社セツロテック　徳島県徳島市蔵本町 3 丁目18 番地の 15　藤井節郎記念医科学センター　☎ 088-633-0233（担当：研究事務部　矢野　美和） Mail：yano@setsurotech.com　

　セツロテックからの新規ゲノム編集技
術導入により、医療創生大学内に疾患モ
デル細胞株と動物を開発するための技
術を定着させるとともに開発研究に必要
な設備を整備しました。複数の細胞株に
おいて遺伝子変異の導入に成功し、現在
疾患モデル細胞株としての有用性を検
討しているところです。同様に遺伝子改
変マウスの変異表現系を解析しており、
疾患モデル動物系統の樹立を試みてい
ます。

　疾患モデル細胞・動物の開発拠点と
生産工場を浜通り地域に設立すること
になれば、必要な人材の新規雇用のみ
ならず地域内の専門商社や施設メンテ
ナンス会社などの周辺産業にも効果が
あるものと見込まれます。また、新規
の人材採用は、医療創生大学からの高
度専門家の採用のみならず、地域外か
らの人材の流入と交流を促していくこ
とになります。

ゲットを見つけることができ、治療の可能性を検討できる
ようになります。

　疾患モデル細胞・動物の開発において、製薬会社には次
のようなニーズがあります。
■　 ある疾患において、原因遺伝子に複数のSNPsがみられる
とき、網羅的に既知のヒトSNPsと同様の変異をマウスホ
モログ遺伝子に導入し、ヒト疾患との相同性を評価したい。

■　 ある疾患に特異的な SNPs を抽出し、網羅的にヒト
SNPs を導入したマウスの系統・細胞株を作出し、ヒ
ト疾患と相同な疾患モデルマウスを得たい。

　これらのニーズに対し、バイオインフォマティクスによ
り未知の疾患候補遺伝子や疾患候補 SNPs を抽出し、モデ
ル細胞・動物を作って解析をすることで、新たな疾患ター

　本事業終了の2021年 2月までに、本事業実施による疾患
モデル培養細胞株・動物開発研究技術を浜通りで確立します。
更に研究開発事業継続により、高度専門家の集積と定着を図り
ます。平行して確立した技術を基に疾患モデル生産拠点の確
立を目指し、生産に必要な多数の技術員の新規雇用を図ります。

　新薬開発や新規治療法の確立には、疾患モデル細胞や動
物の活用が必須ですが、従来のゲノム改変技術により作成
されたモデル動物・細胞株種は限られており、かつ高価で
あり、作成に多大な時間労力が必要でした。本事業で活用
する新ゲノム編集技術はこれらの諸問題を解決します。

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼

いわき市

2018年度開始
農林水産省：令和元年度
農林水産業等研究分野に
おける大学発ベンチャー
起業促進実証委託事業

近年見いだされたゲノム編集技術により迅速簡便にゲノム情報を改変することが可能にな
りました。本事業では、創薬や新規治療開発のため、疾患モデル細胞・動物作成技術を有
する株式会社セツロテックと浜通り地区の薬学教育・研究所点である医療創生大学が共同
で、新ゲノム改変技術による疾患モデル細胞・動物の実用化を目指した開発を行います。

疾患モデル提供による創薬・医療への
貢献と新規バイオビジネス開発

新ゲノム改変技術による疾患モデル細胞・動物の実用化開発

学校法人医療創生大学、株式会社セツロテック
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